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晴らしい魔法使い』（The Wonderful Wizard of Oz, 
1900）とゴトーの『可能性の水』（The Water of 
Possibility, 2004）を比較し、『可能性の水』にお
ける従来の児童文学の構造パターンの脱構築を論
じる。特に〈人間ならざるもの〉として、本作品
に登場するヤマンバやヤマンバの物語、日本の民
話に頻出するタヌキ等にも着目しながら、主人公
の少女の成長や登場人物や場所の象徴性、環境を
巡る問題、そして異なる文化への深い理解を分析
する。結論として『可能性の水』は、様々な経験
を経て、大人へと成長していく少女を通して、読
147ヒロミ・ゴトー作品における〈人間ならざるものたち〉
者となる子どもたちに自分らしく生きることや、
自分の存在価値を自らが認め、肯定的なアイデン
ティティを獲得して欲しいというゴトーのメッ
セージが示唆された作品であると言える。
　最後に、第 5 章「『ハーフ・ワールド』（2009）
における主人公の自己探求異界と〈人間なら
ざるものたち〉をめぐって」では、『ハーフ・ワー
ルド』（Half World, 2009）を取り上げる。これは
それまでのゴトーの作品と比較して最も複雑で混
沌とした作品であり、多様な文化や思想の結びつ
きや、『可能性の水』同様、従来の児童文学の物
語パターンを転覆がみられる。また、従来の作品
以上に、ゴトーが人種や文化の壁を超越しようと
している意識や、善悪や生死を混在させ、時空を
超え、人間が作りだした規範そのものに対するゴ
トーの問いが描き込まれており、この点で、従来
の作品とは大きく異なっている。筆者は、作品の
舞台となる異界ハーフ・ワールドの象徴性と、そ
こに君臨する不気味な化け物に付与された意味を
考察し、主人公を全力で守る動物たちにも注目し
ながら、そこに提示されるオルタナティヴ・アイ
デンティティを分析する。そして、このような〈人
間ならざるもの〉の表象を通して、ゴトーが、読
者である若者、つまり間もなく社会に出て、自分
の足で生きていかなければならない若者たちに、
人間の心の闇や現実の厳しさや、自分のあり方の
発見や人生目標の検討の必要性を伝えようとして
いることを指摘する。ゴトーは続編の『もっとも
暗い光』（Darkest Light, 2012）も含めて、私たち
に現実や他者との関わりの中で自分をとらえるこ
と、自分のアイデンティティを獲得していくこと
の大切さを示唆しているのである。
　以上のようにゴトー作品における〈人間ならざ
るものたち〉の表象は決して一様ではなく、常に
変化している。言い換えると、それはゴトーの意
識の変化の表れである。第Ⅰ部で取り上げた大人
向けの 3 作品、特に処女作『コーラス』につい
ては、第Ⅱ部で扱った子どもや若者向けの 2 作
品と比較して、白人と非白人、男と女、異性愛と
同性愛等の二項対立構図を解体しようとする強い
意識が反映されているが、一方でそれは二項対立
構図をかえって強調する危険性をも孕んでいる。
しかし、第Ⅱ部の『可能性の水』においては、多
文化との結びつきや、二項対立構図ではなく、同
等のものを横断的に結びつけようとする従来とは
異なるゴトーの新たな価値観がみられる。本論文
の最後に扱った『ハーフ・ワールド』、あるいは
続編の『もっとも暗い光』では、二項対立的な構
図は殆ど曖昧なものとなり、むしろ異なる宗教や
様々な価値観や文化が同等のものとして扱われ、
融合し、固定化された文化や価値観はもはや存在
しないというゴトーの新たな思想も読み取れる。
　紆余曲折がありながらも、ゴトーは多くの作品
において従来の典型的な物語を換骨奪胎し、意外
性のある斬新で新規性に富む場面を盛り込みなが
ら作品を発表し続ける。そして、殆どの作品に登
場するのが、本博論で着目した〈人間ならざるも
のたち〉、あるいは広く中心から外れた存在であ
り、それぞれが各作品の登場人物たちのオルタナ
ティヴ・アイデンティティ探求と密接に結びつい
ている。この〈人間ならざるものたち〉を深く考
察することは、人種や性、環境をめぐる問題を抱
える複雑な現代社会を生き抜き、新たな時代の社
会や人の有り様について考える上で、今後もより
一層重要な試みとなるのではないだろうか。
